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深層心理学誕生に至るヨーロッパ精神史の一側面に関する考察

一近代科学成立期 におけるキリス ト教的神概念を軸 として 一

今 村 一 成

【要 旨 】

深層心理学の誕生 をヨーロッパの精神史のなかに位置づ けるための基礎研究 として、近代科学成立期 におけるキ

リス ト教的 な神概念 に着 目 し、 その変遷 について考察す ることが本論の 目的である。 この 目的のため に本論 では、

ケプラーとニュー トンを とりあ げ、彼 らと神学 の関 わ りについて論 じた。 これによ り、近代科学が必ず しもキ リス

ト教 と対立する ものではな く、 むしろ キリス ト教 こそが近代科学 を生み出す母胎 となった という解釈 も成 り立 ちう

るこ とを確認 した。その うえで、啓蒙期 における理性尊重の気運のたか まりに ともなう神概念 の消失について、そ

れが神概念の絶対性 を人間の知性 のなか に取 り込 むか たちでお こなわれた ことを再確認 した。 しか しそのプロセス

は正 当に神 を止揚 したの ではな く、神の存在の必然性の問題 を一時的 に保留 したにす ぎなかった とも考 え られる。

このことを示す徴候 はニュー トン力学 にも見 いだされ、近代物理学が20世 紀 に直面 した転換点 もまたそれを示 して

いる と考 えうる。近代 ヨーロ ッパの精神的営為 のこう した転換点 と時 と場所 を同 じくして深層心理学は誕生 し、科

学 と宗教の関係性 において生 じた問題点はまた深層心理学に とって も同様 であることが指摘 された。

はじめに

深層心理学諸派は、20世紀初頭のフロイトらによる提唱以来、実証的な心理学に対置されるものとして

その役割を果たし、現在にまで受け継がれている。また、この学問領域がそもそもの要請として持ち、そ

の体系の土壌 として不可欠のものである臨床場面における実践 も、現在では制度的に行われつつある。そ

ればかりではなく、無意識という概念を作業仮説として人間精神をより直接的に描出しようとするこの思

考様式は、哲学や社会学などの他の学問領域にも抜 きがたい影響を与えてきた。20世紀における人間の精

神的営為について考えるとき、深層心理学的な視点の存在を抜きにすることはできないといえるだろう。

しかし、こうした深層心理学による言説がどれほど妥当なものであるかは常に議論の対象となりうるも

のである。ひとつの閉じた体系あるいは人間精神の像のなかで、つまりこの学問の提唱する論理の範囲内

で語る限りにおいては妥当であっても、ひとたび他の研究領域に議論の場が移れば、こうした深層心理学

の言説はなんら客観性をもたなし・ものとして斥けられることもしばしばである。つまり、深層心理学の文

脈での言説が人間精神に対する普遍性をもつものであると言い切ることはとうていできないのである。

それでは、なぜこのような局所的な論理がわれわれの思考過程にこれほどの影響を与えているのだろう

か。こうした疑問に取 り組む際には、それを生み出すに至ったヨーロッパ精神史の流れのなかにこれを位

置づけることが不可欠である。そ してこの位置づけのためには、近代ヨーロッパの発展を大きく特徴づけ

た自然科学というひとつの思考様式についての考察を欠かすことはできないものと思われる。

本稿では、このような問題意識にもとつく議論をすすめるために、17世紀における自然科学(厳 密には

古典物理学)の 誕生を、思考過程の変遷の一断面という視点から概括 したい。そしてこの概括にあたって

は、とくにキリス ト教的な意味での神概念の変遷を追 うことを主眼とする。なぜならこの時期のヨーロッ

パにおける思想について考えるとき、ほぼこの地域全土にわたる精神的なバックボーンとしてキリスト教

があり、そうした精神的風土を土壌として、深層心理学も誕生 したものだからである。
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第1章 ケプラーとニュー トンにとっての神

近代 か ら現代 に至 る 自然 科学 的 思考様 式 を打 ち立 て た の は、17世 紀 の 「科学 者 」 た ちで あ った。 現在 、

最初 の 「科 学者 」 とみ な されて い るの は、 ケ プ ラーや ガ リ レイ、 あ るい はニ ュー トン とい った この時代 の

人物 たち であ る。 しか しそ うで あ るか ら とい って、 彼 ら17世 紀 の 「科 学者 」 た ちが、 そ れ までの 中世 的 な

迷妄 を打 ち破 って(現 在 われ われ がい う ところの)純 粋 に科学 的 な思 考 を確立 してい た と考 え る ことは必

ず し も妥 当 とはい え ない。 この時代 には 「科学 者」 とい う言葉 そ の ものが 存在 せず 、 現在 の われ われ が い

う とこ ろの 「科 学」 をお こな う者 は 「自然哲 学 者」 と呼 ば れ た(渡 辺1993,pl80)。 彼 らが 自然 に関 す る

諸 々の 法則 を見 出す にあた っ てた どった思 考過 程 は、 自然哲 学 者 とい う彼 らの呼 び名 が示 す とお り、 宗教'

的思 惟 つ ま り絶対 者 の存 在 とい う こ とを抜 きに して語 る ことが で きな い もの だ った ので あ る。 こ こで は、

ケプ ラー とニ ュー トンに的 を絞 り、 彼 らの"非=科 学 的"な 、 つ ま り宗教 的 な信念 につ いて考 える と と も

に、 そ う した信 念 こそが"科 学 的"な 思考 様 式 を生 み 出 した母胎 で あ った こ とを確認 した い。

第1節 ケ プ ラ ー と三 位 一 体 の 神

ヨハ ネス ・ケ プラ ー(1571-1630)が1609年 か ら1619年 の 間 に発見 した惑 星 運動 に関 す る3つ の 法則 は、

天体 の運動 につい ての よ り簡潔 な説明 を与 える もの として画期 的 な もの であ っ た。 それ まで は 中世 的 な理

念 に従 っ て 円運 動 を組 み合 わせ る こ とで与 え られ て いた天 体 の運動 に関す る説 明 は、 楕 円軌道 を取 り入 れ

る こ とに よ り、 よ り正確 な もの とな った。 また、数 十 年 のの ち にニ ュー トンが万有 引 力 の法則 を発 見 す る

にあ た って もケ プラ ーの発 見 した第3法 則 が 土 台 とな っ た。 しか し この思索 は けっ して、 の ちの18世 紀 に

ラプ ラスが お こなっ た よう な、 絶対 者 と して の神 の存在 を前提 とせ ず 法則 だけ に よって世 界 を記述 しよう

とす る方 向性 の もので は なか った。

近代 科学 の誕 生 に とっ て本 質的 な発 見 を な した彼 で は あ るが 、彼 が お こ なっ た天 体 の運 動 に関 す る考察

の背景 に あ ったの は、 キ リス ト教 的 な神 の存在 を根 本 に据 えた宇宙 の モ デル であ っ た。新 教徒 で は あっ た

が コペ ル ニ クス的 な太 陽 中心説 を熱 心 に信 奉 して い た彼 のモ デル にあ っ て は、 まず は じめ に三位 一体 の神

が 一 義 的 な存 在 と して あ り、 そ の存 在 そ の もの は 直 接 に視 覚 で と ら える こ とは で きな い もの で あ っ た

(Pauli1955,pl56)。 人間 の 目に映 るす べ て の ものは神 の発 露 と して のイ メ ージで あ り、 それ らは上 位 か ら

下位 へ と層 構造 をな してい る。 そ して この発 露 は、 神 の御 業で あ って あ らゆる美 の源 泉 であ る幾何 学 つ ま

り、具 体 的 には、 もっ と も完 全 な物体 であ る球体 の か たち を とって な され る。彼 は次 の ように言 う。

一 先 ず 第一 にす べ ての事 物 は
、 そ の存在 の条 件 内で 可 能 な限 り、 そ の創 造 主 た る神 を表現 す る もの

で な けれ ば な らなか っ た。(中 略)神 は、 その精神 の なか で、 この有 形 的世 界 を、で きる限 り自分 に似

た形 態 を とる よ うな姿 として思 い描 い た。 こ う して 、 もろ もろの量 をす べ て含 む カテ ゴ リーが生 れ、 し

か もそ の範 囲 の内部 にお い て 曲線 と直線 の 区別 が生 れ、 そ れ らか ら作 られる あ らゆ る図形 の なかで 最 も

素晴 しい もので あ る球形 も生 れ た。 この図形 を形 作 る に際 して は、 全智 なる創造 主 は 、尊 ぶべ き自 らの

三位 一体 のイ メー ジ を縦 横 に形体 化 した。 それ ゆ え、 中心 は、言 わば天 体 の源 で あ り、外表 面 は最 内部

の一 点 の イメ ージで あ る と同時 にそ こへ 到達 す る道程 で もあ る。 また外 表面 は、 中心点 が 自らの限 界 を

超 えて無 限 に拡大 を始 め、 この拡 大 がす べ ての方 向 にそ れ ぞれ あ る等 しい距 離 だ け起 こった結果 として

も理 解 で きる(Kepler1604,pp.6-7,邦 訳 は村 上 に よる)。

神がみずからの似姿として思い描いた球形のモデルによるイメージがわれわれの目に映るこの世界であ

るというふうに彼は考えたわけである。そしてその球形モデルの中心には太陽がすえられ、その周囲をめ

ぐる惑星は神自身のイメージである太陽の下位イメージ(球 体の外表面の切断面に現れる円)と してとら

えられる。

一 実 際 至 高 に神 聖 な 三 位 一 体 は
、 空 な る球 体 の 中 に 明 か さ れ て い る 。 こ の 世 界 に あ って は、

第 一 位 格 、 神 聖 の 源 こ そ 中 心 を 占 め る 。 し か し そ の 中 心 は 太 陽 に お い て 示 さ れ る 。
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太 陽 は世界 の 中心 にあ る。なぜ な ら、 そ れは 、 この世 界 にお け るあ らゆ る光 、あ らゆ る運 動 、あ らゆる

生 命 の源 泉だ か らであ る(Keplerl610,Ch.126,邦 訳 は村 上 に よる)。 一

つ ま り、神 の像 にい ちば ん近 い存在 こそ が太 陽で あ る と彼 は考 えた わけ であ る。 そ して太 陽 を含 めて そ

の下 位 イ メ ージ であ る地 球 を は じめ とす る天体 は、 神 の被造 物 で あ るが ゆ え に、 「創造 の 初 め よ り自 らの

中 に植 えつ け られ た生 得 的 な衝動 に よ って(Keplerl606,Ch.XXVm」 、 「自 らの 軌道 を理解 し、 想定 し、

目指 す(同 上)」 ので あ る。 こ う した 意味 で ケ プ ラー に とって は 、地 球 も魂 を もつ 存在 で あ り、 地球 上 に

あ る樹 木 や 河川 ・大 洋 は、 それ ぞれ 人 間 におけ る毛 髪や排 泄 物 の よ うな もので あ る と彼 は考 えた。 つ ま り

中世 的 な物活 論 は彼 の 中で まだ命 を失 っ て はい なか った ので あ る。

ところで 、 この考 えに立 つ と、す べ ての事 物 やエ ネル ギ ーの源 泉 は太 陽 に求 め られ る こ とにな る。太 陽

崇拝 は、キ リス ト教 的 な立場 か ら見 れ ば異端 的 な信仰 で あ った し、 太陽 中心 説 も当 時 の プロテ ス タ ン トの

教 義 に とって は好 ま しい もので は なか った 。 この点 に関 してケ プ ラー は、 みず か らの考 えをキ リス ト教 的

な信 仰 に もとる もの と して は と らえず、 太 陽中心 の構 図 をあ くまで キ リス ト教信 仰 の範 疇 のな か に求め た

(Paulil955,p173)。 しか し、太 陽 中心 説 を信奉 した た め にケ プ ラー は聖職 者 に なる道 を絶 たれ たの で はな

い か、 とす る見 方 もあ る(村 上1992,pp.96-97)。 いず れ にせ よ彼 の体系 の なか にあ って はまず 、三位 一体

の神 の イ メ ージ と して の宇宙 像 が あ り、 そ の像 にお け る運動(神 が お こな う創 造 とい う行 為 の イ メー ジ)

の描 写 こそ が彼 の見 い だ した3法 則 だ ったわ けで あ る。

こ う して 見 て くる と、 ケ プ ラー に とって 天体 の運 動法 則 を確 立す るこ とは、神 の お こ ないあ るい は神 の

言葉 を受 け取 って表 現す る とい う きわ めて敬 慶 な作 業 だ ったで あ ろ うこ とが伺 わ れ る。 ケ プ ラー は同時代

の天 文学 者 で あ るテ ィコ ・ブ ラーエ との協 力の もと に、 テ ィコの正確 な観測 結 果 を も とに して 第1・ 第2法

則 を発見 す る に至 った 。 この発見 の 過程 におい て、 彼 の根 本 にあ った動 機 は、 物質 とその運 動法 則 によっ

て構 成 された宇 宙 の仕組 み につ い て解 き明 かそ うとす る もので は な く、 神 の御 業 を 目の当 た りに して、 そ

れが どの よ うな言葉(=法 則)で 書 か れて い るのか を知 りたい とい う もの で あ った と考 え られ る。 そ れ ま

で の 中世 的 な宗 教観 に もとつ く円運 動 に よる説 明 を書 き換 え る こ とにな った、 近代 天文 学 の出発 点 となる

この革新 は、神 につ い て よ りよ く知 りたい とい う彼 の信 仰 か ら奇 し くも生 ま れた と考 え るこ とがで きるわ

け であ る。彼 の宇宙 観 の なかで は、 三位 一体 の神 と惑星 の運 動 法則 は不 可 分の もので あ った。 つ ま り彼 自

身 の なかで は、 現代 的 な意味 で の科 学的 な思考 は宗教 的 な思惟 に内在 す る もの だっ たの であ る。

第2節 ニ ュ ー トンの 神

ケ プラ ーの発 見か ら数 十年 の の ち に、近代 自然科 学 を決定 的 に方 向づ ける こ とにな る発見 をな したの は、

い うまで もな くア イザ ック ・ニ ュ ー トン(1642-1727)で あ る。彼 が 定式 化 した万 有 引力 の法 則 や微 分 法

は、 のち にニ ュ ー トン力 学 と して煮 詰 め られ、 近代 物理 学 はそ の力 学 を大 前提 と して華 々 しい進歩 を とげ

た 。 しか しニ ュ ー トン もまた ケ プラ ー と同様 に、現 在 の われ われ のい う自然科 学 的 な世界 観 に も とつ いて

こ う した法 則 を発見 した わけで は ない 。彼 は 「科学 者」 で あ る と同時 に新 教 的信仰 に立 つ神学 者 で もあ っ

た 。晩 年 の彼 は、聖 書 の預 言 の解釈 に関す る大 規模 な研 究 をお こな い、 その研 究 を書 物 として著 してい る

(Westfalll982,pp.180-185)。 また物 体 の運 動法 則 の研究 にか けた の と同等 か あ るい はそ れ以上 の 時 間 と労

力 を、 中世 の伝 統 を汲 む錬 金術 の研 究 に費 や した こ と も広 く知 られ る と ころで あ る(Sootin1955な ど)。

ニ ュー トンの 自然 研 究が キ リス ト教 の信 仰 を前提 として成 り立 っ てい たで あ ろ う ことは史実 か らみ て 間

違 い のな い と ころで ある。 とこ ろが ニュ ー トンの 自然 につ い て の考 察 は、 そ の周辺 事 情 か らす る と、 ケ プ

ラー の場合 よ りもやや 複雑 で あ った ようであ る。 そ れは おお よそ次 の よ うな ことで あ る。つ ま り、 ケプ ラ

ー におい ては イ メー ジ と して の神 の摂 理 を直接 に読 み とる もの と しての 自然研 究 が あ り、 自然 を研 究 す る

こ とは と りもなお さず 三位 一体 の神 の御 業 につい て深 く知 る ことで あ った。彼 の段 階で は、 そ の 自然研 究

が 当時 の キ リス ト教 世 界 に対 して さほ ど強い葛 藤 を生 じた とは思 わ れ ない。 ところ がニ ュ ー トン におい て

は、 自然研 究 は彼 自身の神 へ の敬凄 な信 仰 か ら生 まれ る、 あ る いは それ を支 える もので あ った に もかか わ

らず 、そ の考 えが 当時 の正 統 的 な神 学 の教 える と ころ とは一 致 しな くなっ てい た とい う事 情 が あ った こ と
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が伺 わ れ るので あ る。

第3節 異 端 者 と して の ニ ュ ー トン

生 前 のニ ュ ー トンは 、 自然 に関す る みず か らの研 究 を公表 す る こ とを好 ま なか った。 伝記 の記 す ところ

に よる と次 の よ うな様 子 で あ る。 「実 際 ニュ ー トンは、 物理 学 と数学 とい う、彼 が 最 も卓 越 した分野 で の

自分 の業 績 をあ ま り重要 視 して い なか った。 ほ とん どどの場 合 に も、驚 くべ き独 創 性 を示 した価 値 あ る論

文 は、機 転 の き く友 人 た ちの手 で盗 み 出す よ うに公 表 され なけ れ ばな らなか っ た(Sootinl955,pp.97-98)」 。

この よ うな彼 の ふ る まいの理 由 と してす ぐに考 え られ るの は、次 の よ うな こ とで ある。 つ ま り、物 理学 や

数学 を天 体 の運動 に適用 す る とい う新 しい考 え方 が神 の存在 を否定 す る こ とにつ なが りか ね なか った か ら

で はな いか 、 とい う理 由で あ る。 しか し事態 を この よ うな理 由の みで片 づ け て しま うのは実 像 をやや単 純

化 した捉 え方 で あ る よ うに思 われ る。 その こ とは む しろ、彼 が 聖書 や 自然 をとお して その摂 理 を受 け取 ろ

う と してい た神 とい う概 念 その ものが 、当 時の 神学 が依 拠 してい た三位 一体 の 神の概 念 とは異 な って いた、

とい う ところ に理 由 を求 め るべ き もの と考 え られ るので あ る。

聖 書 の解釈(あ るい は 自然 の研 究 も含 め て)を つ う じて追 求 し よう と した彼 の神 学上 の立 場 はユ ニ テ リ

ア ン的 な もので あ った。 ユ ニテ リア ン主 義 とは、父 な る神 ・子 た るキ リス ト ・聖霊 の 三者 を一 体 の もの と

捉 える ことを否 定す る考 え方 で あ り、 この考 え方 に立 て ば神 性 を もつ の は父 なる神 だ けで 、 キ リス トはた

だ の人 間 であ っ た とい うこ とに なる。 ユ ニ テ リア ン とい う呼称 は近 代 に入 っ てか ら与 え られ た もので 、2

世紀 の グノ ーシ ス、4世 紀 の ア リウス派 が そ の思 想 的 な源 流 とな ってい る。古 い 時代 におい て そ れ らの考

え方 が 異端 とされ たの と同様 に、 当時 にお い て もそれ は急 進 的 な異端 とされ てお り、 そ う した考 え を公 に

す れ ば断罪 される類 の もの であ っ た。 当時 の状 況 につ いて 、今井 は次 の ように述 べ てい る。

一 … この反 三位 一 体説 は、革 命期 の左 翼諸 セ ク トも唱 え た もので 、 その教 義 の 意味 す る ところ は

無政 府状 態 をつ く りだす こ とに よって社 会体 制 を転 覆 させ る こ とにあ るの で は ないか とい う疑 惑 の眼 で

み られ てい た。 したが って反 三位 一 体説 に対 す る警 戒 は きわ めて厳 しく、 その 証拠 に、 名 誉革 命後 に制

定 され た 「寛容 法」 にお い て さえ、 寛容 の対象 か らはず されて い るので あ る(今 井1982,p37)。

ニ ュ ー トンが異 常 な ほ どにみず か らの見 解 を公 表 す る こ とを嫌 った のは、 この異端 の信 仰 を知 られ る こ

とで 、 ケ ンブ リ ッジの トリニ テ ィ ・カ レ ッジにお ける教授 職 を追 われ る こ とを恐 れ る気持 ちが あ った こ と

も理 由の 一端 で は なか ったか と考 え られ る(皮 肉 な こ とに、 トリニ テ ィ とは三位 一体 を意 味 す る言葉 で あ

る)。

ニ ュ ー トンの伝 記が さ らに示 す よ うに、 彼 は彼 自身 の考 え につい て対外 的 に それ を明 らか にす る こ とに

難 色 を示 す ばか りでは な く、世 間 との 親交 に対 して も拒 絶 的で あ った(Sootinl955,pp.108-113)。 対 外 的

な関係 ばか りで は な く、彼 自身 の内側 におい て も強 い葛 藤が あ っ たの では ない か と思 われ るふ しが あ るの

であ る。 しか しその こと を、 中世 の名 残 を残 す キ リス ト教 的 な思惟 と、そ れ とは相容 れな い近代 科 学 的な

思 惟 の相 克で あ っ た と考 え るべ きで は ない こ とは、 上述 の ような事 実 か ら明 らかで あ ろ う。 彼 を生 涯 にわ

た り苛 んだ もの は、科 学 とキ リス ト教 の対 立 で は な くてむ しろ、彼 に とっ ての神 と当時 の国 教 会が依 拠 す

る と ころの神 の くい ちが いで あ り、そ れ は純 粋 に神 学 上 の問題 と もい え る もので あ る。

第4節 ニ ュ ー トンの 異 端 信 仰 の 背 景

ニュ ー トンが この よ うな異 端 の信仰 を もつ に至 った背 景 と して 、17世 紀後 半 の イギ リス にお け る国教 会

や その周 囲 の神学 をめ ぐる状 況 の不 安定 さを抜 きにす る こ とはで きない。 ウ ェス トフ ォー ルは 次 の よ うに

述べ る。 「当時 の科学 者 た ち は無 神 論へ の論 駁 と神 の存 在 の証 明 を絶 えず繰 り返 して い たが 、 その 背後 に

は こ う した表 向 きの姿勢 とは裏腹 に、 ある根 深 い不 安 、キ リス ト教 の体 系 の根底 が揺 いで いる といっ た不

安 があ っ た よ うに思 わ れ る(Westfall1982,pl78)」 。 ピュー リタ ン革 命 とい う大 変 動 を経験 し、 そ れ に続

く革 命 政府 の崩 壊 を経 て王 政復 古期 にあ っ た当時 の イギ リス は 、「激 し く移 り動 く社会 情 勢 の 中で 、前 の



深層心理学誕生 に至 るヨーロ ッパ精神史の一側面 に関する考察
一近代科学成立期におけるキリス ト教的神概念 を軸として一

227

時代 に支 配 的 であ っ た価値 観 が あ らゆ る面 で批 判 を受 け、動 揺 た だ な らない(今 井1982,p28)」 状 態 であ

った。 これ まで揺 らぐこ とな ど夢想 だ に しなか ったキ リス ト教 の基 盤 につ い て もそれ は同様 であ った だ ろ

う。 多 くの人 々 の 中で、 キ リス ト教 の教 義 に対 す る思 い も、 もはや 磐石 の もの で は な くなっ てい た と考 え

られ る 。 そ して ニ ュ ー トン に お い て は 、 「同様 の不 安 は正 統 神 学 につ い て の疑 問 とい う形 で現 わ れ た

(West旬ll955,pl78)」 とい うこ とにな る。

独 自の徹 底 的 な聖書 研 究 を通 じて当時 の 正統神 学 に疑 問 を呈 した彼 は しか し、 キ リス ト教 に背 い た とい

うわけで は ない。む しろ、よ り敬慶 で あ った か らこそ 正統神 学 の教 義 に対 して 疑問 を もちえた わけで あ り、

神 につい て よ りよ く知 るた めの努 力 こそが 、彼 の聖 書研 究 で あ り自然研 究 で あっ た と考 え られる。 ウ ェス

トフ ォール は次 の よ うな見 解 を提 示 してい る。

彼 の考 えで は、 彼 は決 してキ リス ト教 を攻 撃 した ので は な く、 む しろ、 キ リス ト教 の原 始 的純 粋

さを損 な う腐敗 を取 り除 くこ とに よって キ リス ト教 を保 護 しよ うと して い たの であ る。 一般 に受 け入 れ

られ たキ リス ト教 の 中心 的 な教 義 を彼 が拒 否 したの も、 そ れは真 の宗 教 の名 に よってそ う した ので あっ

て、彼 の意 見 で は、 科 学 は、真 の宗 教 と緊 密で 深 い調和 の 関係 にあ る ので あ った(Westfalll982,p189)。

国教 会の教 義 とは食 い違 っ た ものの 、彼 自身の信 仰 の内部 にあ って は、彼 が奉 ず る ところ の神 と彼 が 追

求 した物 体 の運動 法則 は必然 的 な結 びつ きを もってお り、 な ん ら矛 盾 をは らむ もので は なか った わけ であ

る。

第2章 近代科学的思考様式の成立と神概念

これ まで に見 て きた よう に、ケ プ ラー やニ ュ ー トンに とっ て 自然研 究 は彼 らの キ リス ト教 信仰 と切 り離

して考 え る ことの で きない もので あ った。 キ リス ト教 と自然科 学 を全 く異 なる別個 の 思考 過程 と して とら

える立場 に こだわ るな らば、 それ らの研 究 は とうてい 自然 科学 と呼べ るた ぐいの もの で は なか った。 しか

し、 こ う した思 考過 程 の なか に はや は り、 の ち に近代 を強 く特 徴 づ ける こ とに なっ た"科 学 的"思 考様 式

の誕 生 の契機 が含 まれ てい る。 ここで は、その契 機 をケプ ラー とニ ュー トンに とっ ての 「神 の 占め る位置 」

の相 違 にお い て考察 し、さ らに"科 学的"思 考様式 の洗練 の過 程 を神概 念 の消 失 とい う観 点か ら論 じたい。

第1節"科 学 的"思 考 様 式 の 萌 芽 と して の ニ ュ ー トン の 神 学

ケ プ ラー に とっての神 は三位 一 体 の神 で あ り、 彼が 描 いた モデ ル はそ の三位 一 体 を表現 す る もの と して

の太陽 系で あ った 。そ れ は三位 一 体 の神学 的 な解 釈 と して独 自の もので は あっ たが、 当時 の ドイッ にお け

る信仰 か ら大 き くはず れ る もの で はなか っ たで あ ろ うと思 われ る。 そ して この三 位一 体論 におい て は、 キ

リス トは人 間 であ る と同時 に神 として の本性 を帯 びた もの と理解 され、 そ の本性 は 父 なる神 の それ と同一

で あ る と され る。 しか し前 節 で も触 れ た とお り、ニ ュ ー トンは 当時 の イギ リス で正統 とされた三 位一 体 の

神 を認 め てお らず 、彼 の神 学 は単 一神 論 に属 す る もので あ った。 ニ ュ ー トンが生 涯 に わた って とった この

ユ ニ テ リア ン主義 の神 学 は、 キ リス ト自身 は なん ら神 性 を帯 び た もの では な く、 た ん なる人 間で あ る と考

え る もの であ っ た。 このふ たつ の観点 にお いて神 が 占め る位 置 は どの よ うに変 化 した とい え るだ ろ うか。

三位 一体 論 に おい て は、 父 なる神 と同一 の本性 をそ な えた者 と して のキ リス トが この世 に もた ら された

わ けであ り、 人 間の住 む世界 に まで神性 が お よん でい る。 ケ プラ ーが物 体 に も霊が 宿 って い る ことを信 じ

た ご と く、人 間 の 目に映 る物 体 の なか に も本 性 と して の神 性 や聖 霊 が それ その もの と して宿 っ てい る と考

え るこ とに差 し支 えは ない。 これ に対 して ユニ テ リア ン主義 の考 え を とれ ば、 この世 にあ る存在 はあ まね

く、 聖書 の 記す キ リス トに至 る までが あ くまで神 の被造 物 で あ り、 その 内部 に神性 を もつ もので はない 。

そ れ らは父 なる神 の意 志 に従 ってふ る まう完全 に受 動 的 な存 在 で あ り、 けっ して それ その もの と して能 動

的 にふ る ま うもので は ない 、 とい う こ とにな る。 こ う して考 える と、 当然 なが ら神 の 立場 は人 間 の住 む世

界 か ら超 越 的な神 の座 へ と一歩 後退 す る こ とにな る。近代 科 学 は 中世 か らの伝 統 であ る物 活論 を排 す る と
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ころ か ら出発 した とされ、 この 脱物 活論 化 は近代 科 学 的 な思考様 式 の誕 生 に とって本 質的 なプ ロセス であ

った こ とは間違 い の ない と ころで あ る。そ して、物 体 か ら生命 や霊 を取 り去 る とい う この作業 をは じめ に

な し遂 げ た人物 こそが ニ ュー トンで あっ た、 と され てい る(村 上1976)。 た しか にケ プ ラー か らニ ュー ト

ンへ の移行 にお い て、神 の 占め る位 置 が人 間 の世界 か ら退 く動 きが 見 られ る。 で はニ ュ ー トンは、神 を よ

り遠 い位 置 に置 くこ とに よっ て、現 在 の 自然科 学 的 な思惟 が そ う して い る よ うに、 神 を この世 界 か ら閉め

出そ うと したの だ ろ うか。 そ うで はな く、事 態 は む しろ逆 で あ った と見 るべ きで あ ろ う。

一見 す る とわか る よ うに、 この ような神 の立 場 の後 退 はキ リス ト教 その もの に とって は不利 な点 を もっ

て い る。 さ きに も述 べ た よ うに、神 とその神 性 を超 越 的 なあ る一点 に追い や る こ とに よって 、神 の 内在 し

ない受 動的 な物 体 だ けで構 成 され た世 界、 とい う世 界 観が 容易 に構 築 され うるか らで あ る。 そ の際、 そ れ

らの物 体 は なん らかの様 式 に した が って運 動 す るわ けで あ り、そ の様 式 を与 え る主体 と して の超 越的 存在

が た しか に要請 され はす る。 しか し人 間が そ れ を と りま く自然 につい て説 明体 系 を与 え よう とす る限 りで

は、 その主 体 を不 問 に付 す る こ とが可 能で あ る。 つ ま り、 自然 とその ふ る まい につ いて説 明 す る際 に神 と

い う存 在 あ るい は概 念 が不必 要 で あ るかの ような状 況 が現 出す る こ とにな る。

ニ ュー トン 自身 も、 みず か らの考 えが こ う した神 の介在 しない世 界 観 につ なが り うる もの で ある こ とを

自覚 して い たに違 い ない。 実際 に彼 は、彼 自身 の発 見 が神 を この 世界 か ら追 い 出す方 向 に発展 させ られ る

こと を恐 れ 、反対 して いた(村 上1976,p43)。 彼 の思考 過程 にお い ては、 神 の存 在 が必 然 的 な もので あ る

ばか りで は な く、神 の意志 は神 の 知性 に先 ん じて絶対 的 な もので あ った。 物体 が そ の内部 にな ん ら能 動 的

な本性 を もたな い と考 え る こ とは、彼 に とって はあ る種必 然 で あっ ただ ろ う。 なぜ な ら、 この世 界 にあ る

事 物 はすべ て 、神 の絶対 的 な意 志 に従属 して い る と彼 は考 えて いた か らで あ り(吉 本1993,p224)、 物 体が

受 動 的で あ れば ある ほ どに、 そ れ を動 かす 神 の力 は強大 で絶対 的な もの となる か らであ る。 い いか え るな

ら、 彼の神 学 、 すな わち超 越 的 な神 の存在 を確 認 す る こ とへ の渇 望が 、彼 を 自然研 究 に駆 り立 て、万 有 引

力 の発見 に至 らせ た のか も しれ ない 。いず れ にせ よ彼 が な し遂 げた脱 物活 論 化 は、彼 が神 を必 要 と しなか

ったか らで は決 して な く、彼 に とっての神 が 強大 で絶 対 的で あ った か ら こそ実現 した、 とい う ことは確 か

な ようで あ る。村 上 が ガ リレイ の業績 につ いて評 したの と同 じ論 点が 、 ことな る文脈 なが ら こ こに も適 用

で きるので は な いだ ろ うか。 つ ま り、 ニ ュ ー トンの 脱物 活論 化 は 「神 が 万物 を創 造 し、 それ を支 配 す る、

と言 い切 ったユ ダヤ 零キ リス ト教 的 な原 理 か らほ とん ど必 然 的 に導 か れ る立場(村 上1992,plO3)」 で あ

った と考 える こ ともで きるの で ある。

第2節 万 有 引 力 の 「原 因 」

一般 に
、 ニ ュー トンは万有 引力 の 法則 を 「発 見 した」 といわ れ る。 この こ と をよ り実 状 に即 して い うな

ら、物体 間 に はた ら く引 力 を措 定 し、そ の 「力」 の パ ラメ ー タに よって物 体 の 運動 を説 明 しよ うと試み た

とい う ことに なるだ ろ う。彼 は 、引 力が 「どの よ うに」は た ら くか とい うこ とを明 らか に して定 式化 した。

しか し彼 は、彼 の考 え方 の なか にあ って本 質 的 な役 割 を果 た す もので あ る に も関 わ らず 、 それ が 「なぜ 」

「何 に よって」 起 こされ る力 で あ るの か、 とい うこ とに関 して は その 見解 を明 らか に してい な い。村 上 に

よれ ば、万有 引 力の 「原 因」 に つい ての ニ ュー トンの態度 は次 の ような もので あ っ た。

一 一 体 万有 引 力の 「原 因」 は何 な のか
、 とい う問 は、 「遠 隔作 用」 の 是非 とい う側 面 を絡 ませ なが

ら、 当時深 刻 な問 題 を形成 してい た。 とい うの も、 ニュ ー トン自身 は、 その 点 に関 して は、 答 え をオー

プ ンに して お いた とい う よ りは、不 可 知論 的態度 を とった か らで あ っ た。 ニ ュ ー トンは、 引力 を、
プ リ ミテ ィヴ ロノ 　 シ ョ ン

現 代 的 な表 現 を使 えば 、無 定 義概 念 と考 えた と も言 えるが 、 しか し、 ニ ュ ー トンは 、 『プ リ ンキ ピア』

にお いて も 『光学 』 にお いて も、 言葉 の端 々 に、 重力 が 、単 な る数学 的 な前提 で はな く実際 に存 在す る

物 理 的 な原 理 であ る こ とを匂 わせ てい た(村 上1976,p32)。

こ うした村 上 の指摘 は、 ニ ュー トンが 『プ リ ンキ ピア』 の 第2版 で 一般 註 と してつ け加 えた 一節 の なか

に もよ く表 れて い る。当 時有 力 であ っ たデ カ ル トの渦動 説へ の 反論 と して書 き始 め られ た この註 の後半 部
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で、彼 は次 の よう に述べ る。

一 しか し
、 私 はい ま まで に重力 の これ らの 諸性 質 の原 因 を、 じっ さい の諸 現象 か ら発 見 す る こ とは

で きなか っ た。(中 略)こ の哲 学 で は、特 殊 の命 題 が じっ さい の諸現 象 か ら推論 され 、 の ちに帰 納 に よ

って一般 化 され るので あ る。 この よ うに して物 体 の不 可入 性、 可動 性 お よび衝 撃力 、 また運 動 の法則 や

重力 の法 則 が発 見 され たの であ る。 そ して われ わ れ に とって は、重 力 が じっ さい に存 在 し、か つ われ わ

れが これ まで に説明 して きた諸 法則 に従 って作 用 し、 かつ 天体 とわれ われ の海 のあ らゆ る運 動 を説 明 す

るの に大 い に役 立つ な らば、 そ れで 十分 で ある(Newton1713,p652)。

そ の力 の存在 す る理 由 を問 わず 、そ れ を アプ リオ リな もの と して仮 定 す る ところか らニ ュー トン力 学 は

出発す る こ とに なる。ニ ュー トンに とって 万有 引力 とは、そ の 「原 因」まで を特 定す る こ とはで きな いが 、

「実在 す る物 理 的 な力」 で あ った とい うわ けで あ る。 デ カル トの説 に依 拠 した機械 論 哲学 者 た ちが ニ ュ ー

トンの説 を批 判 す る際 に、 この こ とが論 点 の ひ とつ とな った(渡 辺1982,pl31)の は、 当然 の こ とで あ っ

た と考 え られ る。

彼が この 「力」 に与 えた先験 性 は しか し、 これ まで に考 察 して きた彼 の世 界観 に照 らせ ば 、 さほ ど不 自

然 な もの で はなか ったで あ ろ う。 超越 的 な神 の意 志が 受動 的 な物 体 の隅 々 に まで作 用 す る彼 の世界 にお い

ては、 そ の 「力」 は神 の意 志 の発現 と して容易 に理解 す る こ とが で きるか らであ る。 しか しニ ュー トンよ

り後 の世代 の イギ リスの哲 学者 た ち に とって は、 引力 の 「原 因」 はニ ュ ー トンが残 した重 要 な課題 で あ っ

た。 「バ ー ク リにせ よロ ックにせ よ、ニ ュ ー トンの伝 統 を直 接 受 け継 い だイ ギ リスで は万 有 引力 の 解釈 づ

け に忙 しか った(村 上1976,pp.31-32)」 の だが、 結局 ロ ック も引力 の原 因 を神 に帰す る ほか なか った(村

上1976,p32)。 経 験論 の色彩 が強 い イギ リス の研 究者 た ち に とって は、 この 問い に対 す る答 え を 「オー プ

ン に して お く」 の は強 い抵抗 を伴 うこ とで あ った だろ う。

この よ うに定義不 能 の概 念 を含 んだ ニ ュー トンの説 は、当 然 の ことな が ら発 表 当初 は大 陸 の合理 主義 者

た ちには顧 み られ なか っ た。 ニ ュー トン自身 も機械 論 的 な 自然観 には反対 してお り、彼 の 法則 が そ う した

自然観 に応 用 され て しまう こ とを警 戒 してい た。 しか しニ ュー トンの 説 は徐 々 にひ ろ くヨー ロ ッパ に認 め

られ、 大 きな賞賛 を もっ て迎 え入 れ られ る こ とにな る。 それ まで はあ くまで思 弁 的 な もので あ った数学 的

な思考 方法 を、具体 的 な事物 に適用 した、 す なわ ち経 験 的 な方法 と統合 し体系 化 した彼 の方法 は 、天文 学

や 物理 学以 外 の学 問分野 に も波 及 した 。 そ して歴史 の 示す とお り、万有 引力 の法則 は結 局 、 ニュ ー トンの

危惧 した とお りの 方向 に進 ん だ。 その結 果 と して 近代 を特 徴 づ ける神不 在 の 自然科 学 的 な思考様 式 が洗 練

されて い き、現在 に至 る科学 文 明 を築 きあ げ る こ とにな った ので ある。

第3節 啓 蒙思 想 の な か の ニ ュ ー トン 力 学

18世 紀 フ ラ ンス の啓 蒙主義 者 た ちが 、 イギ リス に生 まれた 思想 を範 と しなが ら理性 に重 きをお く人 間主

義 を築 き上 げ る にあ たっ て、 ニ ュー トンの力学 は ベ ー コ ンや ロ ックの思想 と と もにそ の思 想 的支柱 と して

取 り入 れ られ た。 そ こで は、 自然 は内在 的 な法 則 に従 って 自律 的 に動 く機 械 であ り、神 はそ の機械 を製作

してそ れ に最初 の動 きを与 え たの みで 、 それ以 降 は 自然 の動 きに介入 す る こ とはない 、 と され る。 フ ラ ン

ス啓 蒙 主義 の こう した 自然 観 は、 デ カル トが それ まで の伝 統 を と りま とめ るかた ちで準 備 した機械 論 的 な

自然観 を基 調 とす る もの であ った 。そ してイ ギ リス か らフ ラ ンスへ輸 出 され る この過程 にお いて 、万 有 引

力 の原 因 とい う深 刻 な問題 は姿 を消 して しま う。村 上 は、大 陸 にお いて最 も早 くニ ュー トンの功 績 に理解

を示 した フ ラ ンス の科学 者 モ ーペ ルテ ユ イ(1698-1759)を 例 に とって、次 の よ うに説 明す る。

・… ・フラ ンス人 た ち は、 ニ ュー トンの仕 事 をあ っ さ り事 実 と して 、面倒 な解釈 ぬ きに、 受 け と

め、 自分 な りの体 系 の なか に積極 的 にと り入れ よ うと したの であ る。(中 略)モ ーペル テ ユイ に とって 、

あ るい は、彼 に代 表 される 一八 世紀 の正確 に は一七 三 〇年 代以 降 の フラ ンス の科学 者 に とっ て万有 引 力

の原 因 につ いて の説 明 は、 ニ ュー トンや、 その 直接 の イギ リス におけ る後継 者 た ちが 問題 に した よ うな



230 今 村 一 成

形 にお い ては 、 もはや 問題 とはな り得 なか った(村 上1976,pp.33-34)。

フ ランス啓 蒙主 義 は もち ろん、 自然 を記 述 す るに あた っ て神 を必 要 と しない 自然観 をその 立 ち上が りと

同時 に一気 に獲 得 したわ けで は ない。 啓蒙 期 最初期 のモ ーペ ル テユ イ にお いて は、 自然 を創造 した もの と

しての神 が色 濃 く措 定 されて い た(村 上1976,pp.33-34)。 この ような初期 段 階 を経 て人 間 の理性 へ の信頼

が たか ま るに したが って 、 自然 の記述 にお いて前提 され て いた神 の姿 は当然 なが ら影 を薄 めて い く。そ し

て こ う した 啓蒙 思潮 の ひ とつ の 到達 点 と して、 人 間の世 界 か ら神 を除外 して しま った ラ ・メ トリ(1709-

51)や ラ プ ラス(1749-1827)の 業 績 が あ った わ けで あ る。 ニ ュ ー トン力 学 で この世 界 の あ らゆ る現 象 を

説明 す る ことが で きる とい う考 えの もとに、 ラ プラス は著 書 の なかで次 の よう に述 べ てい る。

一 ・・… われ われ は、 宇宙 の現在 の 状 態 はそ れ に先 立つ 状 態の 結果 であ り、 そ れ以 後 の状 態 の原 因

で あ る と考 え なけ れば な らな い。 ある知 性 が、 与 え られ た時点 におい て 、 自然 を動 か してい るすべ て の

力 と自然 を構 成 してい るすべ ての存 在物 の各 々の状 況 を知 ってい る と し、 さ らに これ らの与 え られた情

報 を分析 す る能力 をもっ てい る と した な ら ば、 この知性 は、 同一 の方 程式 の もと に宇 宙 のな かの最 も大

きな物 体 の運動 も、 また最 も軽 い原 子 の運 動 を も包摂 せ しめ るで あ ろ う。 この知 性 に とって不 確 か な も

のは何 一 つ ないで あ ろ う し、そ の 目に は未来 も過 去 と同様 に現 存 す る こ とで あ ろ う(Laplacel814,plO)。

つ ま り、世 界 にお け るあ らゆ る事象 はあ る一 つの 方程式(ニ ュ ー トン力 学)に 従 っ て動 いて い るので あ

り、 そ の事象 や それ らか ら形 成 され る系 の初 期状 態 を くまな く知 る こ とが で きれ ば、 その系 の 未来 を一 義

的 に決定 し、予測 す る こ とが で きる、 とい うわ けで あ る。 そ して この ような 「知性 」 に とって は、 その 系

の過 去 の状 態が 現在 の状 態 の原 因 なので あ り、 な にかあ る 出来 事の 原 因 と して神 の意志 を措 定 す る必要 は

まっ た くない 。 ニ ュー トン力 学 を柱 と した、 現在 で は古 典 物 理学 と呼 ばれ るこの 近代 科学 の思考 様 式 は、

こ こにおい て原 理的 な完 成 をみ る こ とにな った ので あ る。

第4節 啓 蒙 期 に お け る キ リス ト教 的 神 概 念 の 消 失 を め ぐ る問 題

前 節 で見 た よ うに、 ニ ュー トンの着想 はの ちの啓 蒙主 義 思想 に大 き く取 り入 れ られ る こ とに よって近代

科 学 的方法 論 と して 開花 した。 そ して同 時 に こ こには 、 ケ プ ラー に始 ま り啓 蒙思 想 に至 る過 程 に おい て、

三位 一体 論 に基 づ く神概 念 が 自律 的機械 としての世 界 の制 作者 とい う神 概 念へ と変 遷 してい く様子 を見 る

こ とが で きた 。 この変遷 の 過程 はた しか に、次 の ように とらえ る こ ともで きる か も しれ ない 。つ ま り、人

間が彼 の住 む世 界像 を描 出す る際 に もっ とも優 れた準拠 枠 とな る 自然 科学 の 方法論 を発 見 し、洗練 させ て

い っ たが ため に、 中世 まで のあ い だ先人 が 頼 って いた キ リス ト教 の教義 や世界 観 が もは や必要 で は な くな

って いっ たの だ、 と。啓 蒙 主義 思潮 の担 い 手 た ちは実 際 に、 この ような理 念 に もとつ い てみず か らの思 想

を発 展 させ 、 ま たそれ と同時 に、 い まだ 中世 的 な迷 妄 の なか に ある人 々 の 「蒙 を啓 い」 てい っ たので あ ろ

う。 しか しここ まで に考 察 して きた ように、 キ リス ト教 的 神概 念 に力 点 をお い て17世 紀 か ら19世 紀 に至 る

この過程 をみ る と き、 そ う した 啓蒙 近代 至上 主義 とは異 なった様 相 が立 ち現 れ る。

ケ プ ラー はキ リス ト教 信仰 の内 側 か ら、 そ の信 仰 を支 え る もの と して 三位 一体 の神 の イメ ー ジを思 い 、

それ を描 こう と した。神 と人 間が共 存 す る彼 の世界 の観察 にお ける産 物 と して 、惑 星の運 動法 則 が生 まれ

た。 あ と に続 くニ ュ ー トンは、単 一 神論 に拠 る信 仰 か ら能動 性 を もた ない物 質 に満 た され た世 界 を描 き、

物 体 間 にはた ら く引力 に よって それ を説 明す る こ とに成功 した 。 こ こで 、近代 科 学誕 生 の代 名詞 の ように

語 られ る この 「発見 」 が、 単一 神論 に依 拠 した もの であ る こ とは興 味 深 い事 実 であ る。 さきに も少 し触 れ

た よ うに、キ リス ト教 にお け る単 一神論 は、古 代 か ら異端 とみ な され なが ら もキ リス ト教 思想 の内部 か ら

繰 り返 し興 っ て きた もの だか らであ る 。古 く4世紀 に、単 一 神論 を唱 え る ア リウス 派の 神 学的 解釈 が ニ ケ

ー アの公 会議(325年)で 斥 け られた時 か ら、 キ リス ト教 にお い て は、基 本 的 に神 をその 三位 一体 性 にお

い て理解 す るの が正統 で あ る とされ て きた。 しか し三位 一体 論 に強 く依 拠す るの はキ リス ト教 内で も西 方

ラテ ン世界 にお いてで あ って 、東方 のギ リシア世 界 では多 少 色合 い が こ とな り、反 三位 一体 説 は繰 り返 し
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発 生 して きてい る(小 嶋1992,p11)。 つ ま りキ リス ト教 思 想 と して表 向 きは認 め られ なか った とい う経 緯

があ りなが らも、 キ リス ト教 の思 考 を補 完 的 に形 成 す るエ ー トス として単 一神論 を考 え る ことが で きるの

であ る。 そ して、 万有 引 力 の法則 や微 分 法 を含 むニ ュ ー トンの 自然哲 学 は 、 この よ うにす ぐれて キ リス ト

教 的 な思 考過 程 の なか か ら編 み だ され た とい う一面 を否 定 しさる こ とはで きない。 近代 科学 的思 考様 式 が

キ リス ト教 的思考 の 一派 をなす もの と して発 生 して きた とい う主張 は、 こ う した事 実 を論拠 にな され る も

ので あ ろ う。

ニュ ー トンの知 見 が大 陸 に輸 出 され て啓蒙 主義 思 潮 の発展 に貢献 してい く過程 では 、彼 に とっ ては必 然

であ っ た絶対 者 と して の神 の概 念 が 薄め られ てい った。 そ こで は、 人 間の知 性へ の信 頼 とい う啓 蒙 主義 の

基 調 となる考 えが 高揚 して い った。 この 知性 へ の信頼 のた か ま りは、裏 を返 してい うな ら神 概念 の消 失 で

もあ っ た。前 節で は、モ ーペ ル テ ユイか らラ ・メ トリや ラプ ラスへ の流 れ のか た ちで啓 蒙主 義思 想 の発 展

に言及 した。 神 の座 に焦 点 をお いて この 動 きをみ るな らそ れ は、 い わ ば人 間の理 性 の 内部 に神 の座 を見 い

だす作 業 で あ った と もい え るだ ろ う。小 川 は次 の よ うに説明 す る。

一 一 … この近 代 主義 思考 は、 あ の旧 体制 の 権力 の支柱 で あ る絶対 者 と しての神 を直 ち に否定 す る

方 向 に進 んだ ので は ない とい う点で あ る。 む しろ神 は神 として承認 した上 で神 を括 弧 に入 れ て、 人 間 と

自然 をそ れ 自体 と して 認識 す る道 を開 い た。 そ こで括 弧 に入 れ られ た神 は、次 段 階で は人 間 の知性 や 精

神 に 内在 化 され て人 間 の絶 対 化 に 向か うか 、反 対 に 自然 の 生命 力 や 活 動力 の中 に内在 化 され て生 命論

(vitalism)や 物活 論(hylozoism)の 形 で 自然 の神 格 化 に向 か う ことに なっ た(小 川1992,p82)。

つ ま り、 こ う した啓 蒙 期 の思考 の変 遷 の なか で、神 の姿 は けっ して霧 散 して しまっ たわ けで は な く、 人

間 自身 の内側 へ と取 り込 まれ る形 で消 失 してい っ た とい うので あ る。 そ してそ の帰 結 と して生ず る人 間の

絶 対 化 は、現 象 と して の 自然 の観 察 に とどま らず 、 自然 を人間 の利用 に供す るの に適 した形 に作 り変 える

とい う近代 科 学 の営為 の 下敷 きに なって い る。

しか し、 一見 す る と神 の必 然性 を克服 したか に見 える この啓 蒙期 の思 考 の変遷 と到達 点 は、 しば しば指

摘 され る よ うにか な り多 くの問題 を積 み残 してい る。 この ことは、本 稿 の テ ーマ であ る近代 科学 の発 生 に

照 らす と、先 述 した万有 引力 の原 因の 問題 に表 れ てい る。 すで に紹 介 した とお り、 ニ ュ ー トンのす ぐ後 に

続 くイ ギ リス の哲 学 者 た ちに とっ ては、 万有 引 力が何 に よっ て起 こ され る力で あ るの か とい う問 いは深 刻

な もので あ り、神 とい う概 念 を持 ち出 す こ とな しに正 当 なかた ちで跡 づ け る こ との で きな い もので あ った。

しか しこの考 えが フラ ンス の啓蒙 主義 思 想 に取 り入 れ られ る とい う動 きの なか で、 この命題 そ の ものが 忘

れ去 られ、 問 う必 要 の ない もの と され て しま った。 村 上 の言葉 を借 りて い うな らそ れは 、 「神 が 態 よ く棚

上 げ され(村 上1976,p23)」 る過 程 で あ る。結 局 その 問題 は解 か れな い ま ま、 そ もそ もニ ュ ー トンが提 示

した無定 義概 念 の形 の ま まで近代 科 学 は出発 を した。 つ ま り、 力学 の 問題 に限 っ てい うな ら、啓 蒙 近代 は

神 の必然 の 問題 を後 回 しに した ままで見 切 り発 車 を した わけ であ り、順 当 な形 で神 の 存在 を 「止揚 」 した

わ けで は ない、 とい うこ とが で きるだ ろ う。

第5節 近代科学の転換点 と深層心理学の誕生

このような経緯を経て出発 した近代科学は、周知のごとく20世紀のはじめに大きな転換点を迎えること

となった。ニュー トンの思想のひとつの側面を展開させることによって発展した物理学の分野で、相対性

理論と量子力学が相次いで誕生したことにより、ニュー トン力学の適用に限界があることが明らかになっ

たのである。世界のあらゆる現象は、ひとつの法則すなわちニュー トン力学によって記述することができ

るとする近代の"科 学的"思 考様式は再考を迫られることになった。このことを本稿の文脈でとらえるな

ら、近代科学がその出発点において 「棚上げ」にした神の必然性の問題が再び浮上した、ということがで

きるだろう。神という概念を持ち出さずにすべての現象を説明づけることができる、としたのが啓蒙主義

の柱となった近代科学の理念だったからである。「依然として、神一自然一人間という文脈は、現代の欧

米に抜きがたく組み込まれていて、意識的にその文脈から神を脱落させようとする試みは、ことごとく失
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敗 したという解釈も充分成 り立ち得る」 という指摘(村 上1976pp.24-25)も 、こうした事情をふまえての

ものであると思われる。

ところで、このような転換点に先立つ19世紀において、物理学の方法論を人間自身の精神活動に適用す

るという発想のもとに実証的な心理学が誕生していた。しかしこの方法は当然ながら、物理学の発展形で

ある量子力学が内包している認識の問題をそのままのかたちで受け継ぎ、しかも観察対象が当の人間自身

であるという:二重の問題性を抱えている。これに対 して深層心理学は、同じように人間の精神を目指すも

のでありながら、その方法論においては実証的な心理学とは対置されるものである。冒頭にも述べたとお

り、深層心理学諸派は無意識という作業仮説を用いることによって人間精神を記述的に描写 しようとする

という方法論に立っている。

このような特徴をもつ深層心理学的な思考様式の誕生を、上に論 じた近現代ヨーロッパの精神的文脈に

照らしてみるなら、次のように考えることができる。近代ヨーロッパ思想が神の存在を人間に内在化する

過程は、近代科学の成功と発展と相即不離の関係にあり、後者が前者を裏づけてきたととらえることもで

きるだろう。そしてこのように考えるなら、深層心理学的な思考様式の誕生はある種の必然であったよう

にも思われるのである。ニュー トン力学が限界に達して近代科学の思考様式が転換点を迎えたのと時と場

所を同じくして、深層心理学が誕生しているからである。科学が神の存在を完全に止揚することに成功 し

たとはいえないのと同様に、深層心理学もまたそうした神をめぐる議論を抜き差 しのならない問題として

背負いながら誕生 したものと考えられるのである。

おわりに

深層 心 理学(実 証 的 な心理 学 に対置 され るか た ちで、 実存 的心 理学 と呼 ばれ もす る)は 、20世 紀 初頭 の

ヨー ロ ッパ に お い て確 立 され 、 い わ ゆ る"科 学 的 な"方 法 に依 拠 す る こ とな く展 開 さ れた 。 こ う した

"非 =科 学 的 な"思 考様 式 が 誕生 し、程 度 の差 はあ れ現代 の われ われ の生 活 に もそ れが 関 わ っ てい る の は

どの よ うな理 由に よる のだ ろ うか。 また 、 その実 践 は さて お くと して も、学 問 と しての 深層 心 理学 の意 義

を どこにみ い だすべ きなの だ ろ うか 。 こ う した 問題 につ い て考 え る と き、深層 心 理学 的 な思 考様 式 を、 宗

教 と科学 とい う近現代 ヨー ロ ッパの精 神 史 の大 きな流 れの なか に置 い てみ る こ とが不 可 欠で あ る と思 わ れ

る。 こ う した問 題意 識 か ら本 稿 で は、近代 科 学 の誕生 と発展 をめ ぐる経 緯 を、 キ リス ト教的 神概 念 の移 り

変 わ り とい う視 点 か ら眺 め、 近代 ヨー ロ ッパ の精 神 的営 為 の一 面 を概 括 した。 しか し、 近代 科 学の 誕生 に

つ なが る哲学 思 想 の経緯 や、 あ るい は現代 の 自然 科 学が そ の方 法論 にお い て直面 した問 題点 、 ま たそ の問

題点 をふ まえ た上で な されて い る哲 学 的考 察 な ど、ここで は扱 うこ との で きなか った論 点 は山積 してい る。

今後 は、 こ こで 考察 した内容 の不 充分 な点 を補 いつ つ、 さ らに上述 の よ うな論 点 につい て も考 え る こ とに

よって 、 ヨー ロ ッパ 精神 史 にお いて深層 心 理学 を どの よ うに理 解す べ きか を探 っ てい きたい。
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AStudyon theBirthofDep止Psychologies

intheCurrentofEur6peanMentalHisto】 写

一TheChristian.conceptof `God,intheperiod

oftheriseofmodernscience一

IMAMURA,Kazushige

Thepurposeofthisstudyistoprovideabasisfbrthel㏄ationofdepthpsychologiesinthecuπentof

mentalhistoryihEurope.ThediscussionaimsatadescriptionoftheEuropeanhisto1yofmindintheperi6dofthe

riseofthemodemscience,f㏄usingonthechangesintheconceptof`God,intheChristiancontext.Forthis

description,theauthordiscussestheChristianbeliefsofearly`scientists,'JohannesKeplerandIsaacNewton,

bothofwhomcontributedgreatlytothebirthofthemodemscience.Thediscussions卜owsthatthemodemscience

wasnotn㏄essadlyanopponenttoChristianity,andIhatitcanberegardedasa卑oralsuccessortoChristianity.

Thentheauthorarguesthevanishmentoftheconceptof`God,alongwithatendencytoward

rationality-centeredthinkingintheEnlightenmentandreconf㎞sthattheabsolutenessofGod聴adbeenconfined

intohuman'sintellectinthepr㏄ess.Inthispr㏄ess,however,theconceptof`God,Wasnotsublatedinavalid

way」tcanbeseenthatthequestionoftheGod'sexistencewasmerely爬seπvedatamoment.Thisreserva匙ionof

Godmightbeimpliednotonlybythetheore丘caltumingpoinUhemodemphysicsfacedinthebeginningof20曲

centurybutalsobythequestionwhatisthesourceofagravityinNewtoガsmechanlcs.

Depthpsyghologiesseemtohaveappearedcoherendywiththetumingpointofthemoralhistoryin

modemEurope.Theauthorpointedthatdepthpsychologiesalsocon面ns山esamequestlonasthemodemscience

fbundintheintercoursewithChristianity.


